
〔標準様式例4-3〕

業務の名称 渋川西バイパス道路予備修正設計業務

契約担当官等の指名
並びにその所属する
部局の名称及び住所

分任支出負担行為担当官関東地方整備局高崎河川国道事務所長　前佛和秀
群馬県高崎市栄町６－４１

契約年月日 平成19年8月3日

契約業者名 （株）建設技術研究所

契約業者の住所 東京都中央区日本橋浜町３－２１－１

契約金額（税込） \10,605,000

予定価格（税込） \10,815,000

随意契約によること
とした理由

　本業務は、一般国道１７号の渋川市中村から同市金井間において計画中
の渋川西バイパスの道路予備修正設計を行うものである。
　本業務の遂行にあっては、簡易公募型プロポーザル方式により業者を特
定している。
　株式会社建設技術研究所は、これにより最も優れた技術提案を行った業
者である。
　以上の理由から、会計法第２９条の３第４項、予算決算及び会計令第102
条の４第３号の規定により株式会社建設技術研究所と随意契約を行うもの
である。

業種区分 土木関係建設コンサルタント

履行期間（自） 平成19年8月4日

履行期間（至） 平成20年3月20日

備考

随意契約結果及び契約の内容

業務概要

本業務は、既存の設計成果を基に平面線形、縦横段設計、構造物について
は概略形式及び寸法の決定、数量計算書、工事計画書の作成、工事費の積
算を行い、技術的、経済的判定を行うとともに、都市計画決定手続きに伴
う関連資料を作成するものである。

公表対象随意契約が単価契約である場合には、契約金額欄に契約単価を記載するとともに、備考
欄に単価契約である旨及び契約単価に予定数量を乗じた額を記載する。


